
　　　　

  横浜市は、全国の中でも最も多い専門職を持つ自治体です。
　横浜市の福祉保健の先駆的な取組が、国の制度を作ってきた事例も数多くあります。
　　（地域ケアプラザ、訪問指導事業、等々）
　横浜市民の暮らしを良くするとともに、国の制度を変えていく・・・そのためには、
　私たち福祉保健の専門職が市民ニーズをとらえた事業や施策を考え、提案していく
　ことが重要です。
　
　　つまり、福祉保健の施策を変えていくには、専門職が力を持てるか、がポイントです。
　施策を変えていける専門職となるために、基本的専門能力を高めていくことも
　市民から期待されている大事な役割のひとつなのです。
　　ぜひ、このキャリアラダーを活用し、専門職としての力をつけていきましょう。

専門職としての成長が期待されています！

市民に役立つ
専門職になりたい

キャリアラダー活用の手引き

１　キャリアラダーがなぜ生まれたか

　平成２２～２３年度にかけて
区・局の専門職の知恵を集め、
横浜市の若年層の社会福祉職・
保健師(以下「専門職」という。）の
ための人材育成キャリアラダーを
作成しました。

専門職として
良い仕事がしたい

横浜市に
専門職で
就職したのは
なぜですか？

社会をもっと
良くしていきたい

専門職として横浜市で
何に取り組んでいきたい
ですか？
どんな専門職に
なりたいですか？

　人材育成キャリアラダーは、若年層の専門職を対象とした育
成指標として、はしご（ラダー）を昇るように、着実に力をつけて
いくことを目的に作成しました。

　

　職種に応じて、10～12年程度で専門職としての一定の知識・
能力を身につけるため、複数の分野を経験し、バランスよく育
成することを前提にしています。
　社会福祉職は共通版と担当別５分野、保健師は共通版と担
当別３分野で構成され、若年層職員が多く配置される分野で
作成しました。

福祉保健の施策を
変えていくのは
専門職の力です！

社会福祉職 保健師

共通 高齢 児相障害
こど
も

生活
保護

共通 高齢 こど
も

健康
づ
くり
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場面 時期

□

□
□

11
月
～

12

月

□

責 任 職 ・ 指 導 者

３
月
～

４
月

能力獲得のための業務分担

現在の育ちを確認し、今年度の
目標を双方で設定

□ 職員に能力開発につながる研
修の受講を勧める

身につけている能力の状態を職
員の自己点検結果に基づきキャ
リア自己分析表とキャリアラダー
で確認する。
今年度の目標を双方で確認・設
定する。

「分野別キャリアラダー」を用
い、職員からの振り返りの説明
を受け、詳細な場面や判断した
背景を具体的に言語化して確
認・共有する。
次年度の業務への姿勢や目標
をキャリア自己分析表やキャリ
アラダーを活用して双方で確
認。

職　員

キャリアラダー及びキャリア自己分析表使用イメージ

目標共有シートの確認時に、研
修の受講について勧める。
職員が能力を獲得するために適
した研修の周知があった時、職
員に声をかける。

・

・

１年間の育ちを双方で確認
次年度の目標につなげる

これまでに身につけた能力、身
につけられなかった能力を双方
で確認。
身につけられなかった能力を獲
得するために、どのような業務を
担当するとよいか助言する。

・

・

・

・

・

・

通
年

◆
　
　
目
標
共
有
シ
ー

ト

◆
　
業
務
分
担

◆
　
研
修

（
自
己
研
鑽

）

５
月

研修案内が来た！！
この研修を受けたら、自分の
苦手な部分（キャリアラダーの
この部分）の知識（技術）がつき
そうだから、受講してみよう。

へー。
そういうことだった
んだ・・・

この前受けた研修で、
○○を学んで、こんな
ことを感じました。

①　受講申込み ②　研修受講 ③　研修報告

キャリアラダーのこの部
分が、いまいち苦手。
もう少し、力をつけてい
きたいなぁ・・・

う～ん。
どの業務を担当したら、
力がつくかなぁ？？

□□の業務を担
当すると、力が
つくと思うよ。

よ～し！！
来年は、□□の業務を担
当して、頑張るぞ。

①　自己点検 ②　相談 ③　担当業務決定

①　自己点検

専門能力がどれくらい
ついてるかな？
キャリアラダーを使って
点検してみよう！

ここの部分が、まだ力が
ついていないかなぁ・・・
今年は、ここの力がつく
ように目標を立ててみよう。

ここの部分の力がついて
いないので、今年の目標は、
○○にしてみました。

どうして、ここの力がつい
ていないと思うのかな？
詳しく教えてくれる？

②　目標共有シートの作成 ③　面談

私

①　振り返り ②　次年度の目標設定 ③　面談

 5月と比べて、どれくらい
力がついたかな？
キャリアラダーで振り
返ってみよう。

今年は、相談者が持っ
ている力を引き出すよう
な関わりができるように
なったなぁ・・・

○○って、そう
いうことなん
だ。

今年は、相談者への関
わりの力がついたと思い
ますが、地域への関わり
が・・・

そこの力がついたんだ
ね。どんなところを意
識しながら相談を
受けていたのかな？
来年は・・・

係長

来年は、地域への
関わりの部分の力を
つけたいなぁ。

同僚

先輩
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キ
ャ

リ
ア

自
己

分
析

表
（

保
健

師
）

Ⅱ
△

△
△

○
○

２
◎

２
○

１
◎

２
△

２
○

３
△

○
△

1 2 3 4 5 6 7 8
現

在
ま

で
の

習
得

状
況

（
◎

、
○

、
△

）

今
後

、
力

を
入

れ
た

い
能

力
・
知

識
（
☆

）

例

1 2 3 4 5 6 7 8

●
本

人
コ

メ
ン

ト
欄

～
自

己
分

析
結

果
と

、
今

後
に

つ
い

て
の

考
え

～

●
係

長
へ

の
意

向
理

由
等

●
専

任
職

へ
の

意
向

理
由

等

⑥
　

取
得

し
た

資
格

（
入

庁
前

含
む

）
取

得
年

所
属

等
（
本

市
以

外
で

の
職

務
経

験
(前

職
等

）
含

む
）

入
庁

前
に

身
に

付
け

た
能

力

職 員 区 分 （ Ⅰ Ⅱ Ⅲ 再 ）

記
入

例
）
　

　
○

○
区

高
齢

・
障

害
支

援
課

③
経

験
し

た
業

務
分

野

そ の 他 　 分 野

交 渉

資 料 作 成

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン

健 康 づ く り 分 野

高 齢 者 支 援 分 野

事 業 の 企 画 立 案 ・

評 価

②
専

門
職

（
保

健
師

）
と

し
て

身
に

付
け

た
専

門
能

力

個 人 ・ 家 族

グ ル ー プ

健 康 危 機 管 理

（ 平 常 時 ）

健 康 管 理 分 野

局 （ 政 策 ） 分 野

こ ど も ・ 家 庭 支 援 分 野

自 己 管 理

①
行

政
職

員
と

し
て

身
に

付
け

た
実

務
能

力

④
難

易
度

の
高

い
業

務
実

績
等

企 画 ・ 立 案

計 画 ・ 進 行

ケ
ー

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

そ の 他 （ 任 意 ）

窓 口 ・ 相 談

健
康

な
地

域
づ

く
り

の
た

め
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

そ
の

他
、

委
員

・
講

師
等

保
健

師
３

年
目

研
修

に
お

け
る

講
師

（
実

践
例

報
告

）

当
該

所
属

に
お

い
て

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

、
実

績
を

あ
げ

た
業

務
や

取
組

住
民

グ
ル

ー
プ

、
団

体
と

連
携

し
多

世
代

交
流

を
行

う
地

域
サ

ロ
ン

を
立

ち
上

げ
た

。
地

域
住

民
と

協
働

し
、

区
内

全
部

の
中

学
校

と
思

春
期

衛
生

教
育

を
展

開
し

た
。

健
康

福
祉

局
研

究
発

表
大

会
で

○
○

に
つ

い
て

の
発

表

文 書 作 成

連 絡 ・ 調 整

応 対 マ ナ ー

地 域 住 民 と の 協 働 ・

ネ ッ ト ワ ー ク

健 康 危 機 管 理

（ 発 生 時 ）

事 業 企 画 分 野

市 民 協 働

合 意 形 成

障 害 者 支 援 分 野

地 域 管 理

メ ン バ ー シ ッ プ ・

リ ー ダ ー シ ッ プ

セ
ル

フ
・
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
究

・
研

修
・
学

会
発

表
な

ど
⑤

専
門

能
力

向
上

の
た

め
の

取
組

職
員

番
号

氏
名

資ー（５）



３
　

チ
ェ

ッ
ク

結
果

（
自

己
分

析
結

果
）
の

活
用

方
法

２
　

チ
ェ

ッ
ク

方
法

４
　

①
行

政
職

員
と

し
て

身
に

付
け

た
実

務
能

力
の

説
明

（
◎

、
○

、
△

）

内
容

（
到

達
の

目
安

）
◎

：
広

い
視

野
と

柔
軟

な
発

想
を

も
っ

て
考

え
、

全
市

的
な

観
点

か
ら

具
体

案
を

示
せ

る
。

○
：
必

要
な

調
査

・
検

討
を

経
て

課
題

解
決

の
案

を
立

て
ら

れ
る

。
△

：
業

務
に

関
す

る
課

題
を

明
ら

か
に

し
、

対
策

を
考

え
ら

れ
る

。

職
員

区
分

Ⅰ
・
Ⅱ

・
Ⅲ

・
再

（
再

任
用

）
を

選
択

・
入

力
し

ま
す

。
平

成
1
9
年

度
以

前
の

職
員

区
分

が
無

か
っ

た
時

期
は

空
白

と
し

ま
す

。

◎
：
困

難
な

状
況

に
あ

っ
て

も
、

適
切

な
手

段
を

講
じ

な
が

ら
期

限
内

に
目

標
を

達
成

で
き

る
。

○
：
業

務
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

立
て

、
着

実
に

進
行

管
理

が
で

き
る

。
△

：
遅

延
す

る
こ

と
な

く
、

業
務

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

そ
の

所
属

で
身

に
付

け
た

と
思

う
能

力
・
知

識
や

取
り

組
み

に
つ

い
て

、
説

明
欄

を
参

考
に

し
な

が
ら

到
達

状
況

に
応

じ
て

◎
、

○
、

△
を

付
け

て
く

だ
さ

い
。

◎
：
困

難
な

事
案

に
あ

っ
て

も
適

切
な

連
絡

調
整

を
行

い
、

協
調

関
係

を
築

く
こ

と
が

で
き

る
。

○
：
相

手
に

合
わ

せ
た

き
め

細
や

か
な

連
絡

調
整

を
行

い
、

協
調

関
係

を
築

く
こ

と
が

で
き

る
。

△
：
相

手
に

情
報

を
漏

れ
な

く
伝

え
、

調
整

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

そ
の

所
属

で
経

験
し

、
身

に
付

け
た

と
思

う
能

力
・
知

識
等

に
つ

い
て

、
人

材
育

成
キ

ャ
リ

ア
ラ

ダ
ー

を
参

照
し

到
達

状
況

に
応

じ
て

◎
、

○
、

△
を

付
け

て
く

だ
さ

い
。

◎
：
困

難
な

交
渉

に
お

い
て

も
、

合
意

形
成

を
図

り
、

業
務

を
円

滑
に

進
め

ら
れ

る
。

○
：
お

互
い

の
考

え
を

理
解

し
あ

い
な

が
ら

、
主

張
を

理
解

・
納

得
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。
△

：
相

手
の

要
望

を
的

確
に

把
握

し
た

上
で

、
相

手
方

と
良

好
な

関
係

を
保

ち
な

が
ら

交
渉

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

◎
：
文

書
関

係
規

則
を

理
解

し
、

他
者

の
点

検
や

指
導

が
で

き
る

。
○

：
適

切
な

用
語

を
使

用
し

、
ル

ー
ル

に
則

っ
た

文
書

を
作

成
で

き
る

。
△

：
文

書
事

務
の

サ
イ

ク
ル

を
理

解
し

、
起

案
・
保

存
登

録
が

で
き

る
。

◎
：
統

計
等

を
用

い
て

、
説

得
力

の
あ

る
資

料
を

作
成

で
き

る
。

○
：
理

解
が

進
む

よ
う

工
夫

し
た

見
や

す
い

資
料

を
作

成
で

き
る

。
△

：
必

要
な

情
報

を
過

不
足

な
く

盛
り

込
ん

だ
資

料
を

作
成

で
き

る
。

◎
：
聞

く
人

を
引

き
つ

け
る

よ
う

な
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

い
、

納
得

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
：
説

得
力

の
高

い
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

い
、

共
感

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
。

△
：
伝

え
た

い
内

容
を

整
理

し
、

分
か

り
や

す
く

正
確

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

1
1
年

目
以

降

ラ
ダ

ー
を

参
照

し
、

専
門

能
力

に
つ

い
て

の
経

験
と

実
践

力
に

つ
い

て
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

　
◎

：
能

力
に

つ
い

て
豊

富
な

経
験

と
実

践
力

あ
り

　
○

：
経

験
あ

り
・
一

通
り

の
実

践
力

あ
り

　
△

：
関

わ
っ

た
経

験
・
基

本
的

実
践

力
あ

り

◎
：
周

囲
の

模
範

と
な

る
よ

う
な

マ
ナ

ー
を

身
に

付
け

、
職

場
の

マ
ナ

ー
向

上
に

向
け

た
行

動
を

実
践

し
て

い
る

。
○

：
市

民
に

信
頼

感
を

与
え

ら
れ

る
マ

ナ
ー

を
身

に
付

け
、

行
動

し
て

い
る

。
△

：
適

切
な

言
葉

遣
い

と
態

度
で

、
市

民
対

応
が

で
き

る
。

５
　

③
経

験
し

た
業

務
分

野
の

説
明

（
◎

、
○

、
△

）

◎ △
当

該
業

務
分

野
に

携
わ

っ
た

経
験

が
あ

り
、

基
本

的
な

知
識

を
有

し
て

い
る

。
⑦

係
長

・
専

任
職

へ
の

意
向

係
長

・
専

任
職

そ
れ

ぞ
れ

の
意

向
を

選
択

し
、

具
体

的
理

由
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
毎

年
更

新
し

ま
す

。
　

○
：
目

指
し

て
い

る
　

△
：
将

来
的

に
目

指
し

た
い

　
◇

：
そ

の
他

　
ラ

ダ
ー

の
各

能
力

の
レ

ベ
ル

を
ス

テ
ッ

プ
１

～
３

の
中

か
ら

選
択

、
合

わ
せ

て
そ

の
ス

テ
ッ

プ
の

到
達

度
を

判
断

し
、

数
字

と
◎

～
△

で
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

　
ラ

ダ
ー

該
当

ス
テ

ッ
プ

の
項

目
を

　
◎

：
理

解
･実

践
･助

言
が

で
き

る
　

○
：
理

解
･自

立
し

て
実

践
で

き
る

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
 △

：
一

部
実

践
で

き
る

例
：
地

域
管

理
は

ス
テ

ッ
プ

１
の

内
容

が
理

解
・
実

践
で

き
、

他
の

職
員

に
も

助
言

で
き

れ
ば

　
１

◎
　

　
健

康
危

機
管

理
（
平

常
時

）
は

ス
テ

ッ
プ

２
の

項
目

内
容

が
自

立
し

て
で

き
れ

ば
　

２
○

　
　

自
己

管
理

は
ス

テ
ッ

プ
３

の
レ

ベ
ル

に
達

し
て

い
る

が
、

一
部

で
き

る
く

ら
い

で
あ

れ
ば

　
３

△
　

等

1
～

1
0
年

目

③
経

験
し

た
業

務
分

野
（
⇒

５
参

照
）

こ
れ

ま
で

に
経

験
し

た
業

務
分

野
に

つ
い

て
、

到
達

状
況

に
応

じ
て

◎
、

○
、

△
を

付
け

て
く

だ
さ

い
。

所
属

分
野

だ
け

で
な

く
、

業
務

分
担

で
経

験
し

た
も

の
も

含
め

て
チ

ェ
ッ

ク
を

付
け

て
く

だ
さ

い
。

習
得

状
況

・
今

後
の

希
望

そ
の

他
、

身
に

付
け

た
実

務
能

力
が

あ
れ

ば
上

書
き

記
載

し
て

◎
、

○
、

△
を

本
表

の
類

似
項

目
を

参
考

に
入

力
し

ま
す

。

窓
口

・
相

談
◎

：
相

談
内

容
の

背
景

も
ふ

ま
え

て
理

解
し

、
適

切
か

つ
柔

軟
な

対
応

が
で

き
る

。
○

：
相

談
内

容
を

理
解

し
、

対
応

方
法

を
考

え
ら

れ
る

。
△

：
相

談
に

対
し

て
、

周
囲

の
協

力
を

得
な

が
ら

対
応

で
き

る
。

⑥
取

得
資

格
入

庁
前

、
入

庁
後

に
取

得
し

た
福

祉
・
保

健
に

関
係

す
る

資
格

に
つ

い
て

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

市
民

協
働

合
意

形
成

◎
：
市

民
協

働
の

視
点

で
常

に
行

動
し

、
困

難
な

事
案

に
あ

っ
て

も
適

切
な

対
応

に
よ

る
、

合
意

形
成

を
築

く
こ

と
が

で
き

る
。

○
：
市

民
協

働
の

視
点

を
認

識
し

、
き

め
細

や
か

な
対

応
を

行
い

合
意

形
成

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
。

△
：
市

民
協

働
の

視
点

か
ら

、
合

意
形

成
に

向
け

た
調

整
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

○
当

該
業

務
分

野
に

お
い

て
経

験
が

あ
り

、
一

通
り

の
知

識
を

も
っ

て
実

践
で

き
る

。

１
　

保
健

師
キ

ャ
リ

ア
自

己
分

析
表

の
目

的

企
画

・
立

案

交
渉

連
絡

・
調

整

職
員

区
分

計
画

・
進

行

　
職

員
一

人
ひ

と
り

が
成

長
や

や
り

が
い

を
実

感
し

、
意

欲
を

持
っ

て
業

務
を

行
う

た
め

に
は

、
職

員
自

ら
が

キ
ャ

リ
ア

（
＝

仕
事

を
通

じ
て

な
り

た
い

自
分

）
に

つ
い

て
主

体
的

に
考

え
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

こ
の

キ
ャ

リ
ア

自
己

分
析

表
は

、
こ

れ
ま

で
の

自
身

の
職

場
経

験
に

つ
い

て
、

身
に

付
け

た
実

務
能

力
・
業

務
知

識
や

経
験

し
た

業
務

分
野

、
保

健
師

と
し

て
の

業
務

実
績

な
ど

を
再

確
認

し
、

自
己

分
析

す
る

こ
と

で
、

自
分

の
強

み
・
弱

み
を

把
握

し
、

今
後

の
目

指
す

姿
（
キ

ャ
リ
ア

イ
メ

ー
ジ

）
や

能
力

開
発

の
方

向
性

に
つ

い
て

考
え

る
た

め
の

支
援

ツ
ー

ル
で

す
。

横
浜

市
職

員
と

し
て

、
ま

た
保

健
師

と
し

て
誇

り
と

自
信

を
持

っ
て

職
務

遂
行

す
る

た
め

の
キ

ャ
リ
ア

形
成

の
一

助
と

し
て

活
用

し
て

く
だ

さ
い

。

★
自

己
分

析
表

は
、

表
の

完
成

自
体

が
目

的
で

は
な

く
、

こ
れ

ま
で

の
職

場
経

験
を

振
り

返
る

資
料

と
し

て
活

用
し

ま
す

。
★

自
ら

の
強

み
・
弱

み
を

把
握

し
た

上
で

、
弱

み
を

補
う

た
め

に
今

後
ど

の
よ

う
な

経
験

を
す

べ
き

か
、

ま
た

、
強

み
を

活
か

  
 す

こ
と

で
組

織
に

ど
の

よ
う

に
貢

献
で

き
る

か
等

の
視

点
で

、
今

後
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

の
方

向
性

を
考

え
て

く
だ

さ
い

。
★

自
ら

考
え

た
キ

ャ
リ
ア

形
成

の
方

向
性

に
つ

い
て

は
、

人
事

考
課

面
談

や
異

動
面

談
を

通
じ

て
上

司
と

し
っ

か
り

共
有

し
  

 ま
し

ょ
う

。
そ

の
際

に
は

、
積

極
的

に
上

司
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

求
め

、
今

後
の

能
力

開
発

に
向

け
て

、
目

標
を

明
ら

か
に

し
  

 て
い

き
ま

し
ょ

う
。

★
　

所
属

欄
に

、
こ

れ
ま

で
に

経
験

し
た

所
属

を
順

に
一

所
属

一
行

で
記

載
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

所
属

で
の

経
験

に
つ

い
て

、
  

各
項

目
に

チ
ェ

ッ
ク

を
付

け
て

く
だ

さ
い

。
★

　
民

間
等

本
市

以
外

で
の

職
務

経
験

の
う

ち
、

本
市

の
事

業
・
施

策
に

生
か

せ
る

能
力

・
知

識
等

が
あ

れ
ば

、
  

入
庁

前
の

欄
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

項
目

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

当
該

業
務

分
野

に
お

い
て

豊
富

な
経

験
が

あ
り

、
課

題
把

握
や

解
決

に
向

け
て

行
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

応
対

マ
ナ

ー

そ
の

他
（
任

意
）

①
行

政
職

員
の

実
務

能
力

（
⇒

４
参

照
）

②
身

に
付

け
た

専
門

能
力

④
難

易
度

の
高

い
業

務
実

績
等

⑤
専

門
能

力
向

上
の

た
め

の
取

組

資
料

作
成

行
政

能
力

・
専

門
能

力
・
業

務
分

野
の

経
験

等
を

、
そ

れ
ぞ

れ
総

括
し

、
◎

、
○

、
△

で
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

◎
：
習

得
　

　
○

：
お

お
む

ね
習

得
　

△
：
一

部
習

得
今

後
身

に
付

け
た

い
、

力
を

入
れ

た
い

項
目

に
つ

い
て

☆
を

付
け

て
く

だ
さ

い
。

所
属

に
お

い
て

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

、
実

績
を

あ
げ

た
業

務
や

取
組

を
具

体
的

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

・
学

会
発

表
や

局
研

究
発

表
大

会
へ

の
発

表
、

論
文

投
稿

、
研

究
会

の
参

加
・
階

層
別

集
合

研
修

や
専

門
職

と
し

て
の

派
遣

研
修

参
加

・
局

の
ワ

ー
キ

ン
グ

委
員

や
研

修
講

師
等

の
実

績
　

　
　

　
　

等
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

文
書

作
成

保
健
師
キ
ャ
リ
ア
自
己
分
析
表
の
“
つ
か
い
か
た
”

自
分

の
キ

ャ
リ

ア
に

つ
い

て
、

実
務

能
力

・
業

務
知

識
、

業
務

分
野

の
視

点
で

振
り

返
ろ

う
！

分
析

結
果

を
踏

ま
え

て
、

今
後

の
キ

ャ
リ

ア
に

つ
い

て
考

え
て

み
て

ね
☆

資ー（５）
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